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の重量る輸に欝療す・るとあづかに集落京麗ていたので・事� 事お加伽機開事著書饗司f1:入れ，挙費予鶏艇でか.::-v;.覚書官怠

、、

ir03tomttmの集落i主4)きに廷づいて常事要したことが考え

られるe

務 的 と3.s5Bとを泌按すると3完結は夕方皐〈鎚現

している。それは小療であった重だと墨われる.それで

総務者〉跨鶏に持箆的建の生ずるのは，うモの彊弱i工務係し

ていることが溌ちかであるa

従来この勤務の纏受性捺しては陰性を示すととが綴

らかにeられている。それで首誕の出強要望tl主一週既甥

がっしけれども先の強弱に野ずる安裁は筆者の知るか

~争でt主婦らかでな L らそれでホールスライ Vの関怒に

てて一定吟輯蔵療した。光源は，5OWの電量1.文語の分徴

党議及;ぴ寵街路光を朔いたが，はっきりした詰粟ほ徳ら

れな会内た.なおその絡九3の寅織を試みたが，いづれ

も，成功しなかった.

務織は委今後の食事食に怒したいと患う。� 

E総書記3新制•.p患の混終では，後生魯ζついての研究

がある。愛護季f殺の研究iま3年生としてはなかなか立液な

もので，これからこのむしと光との聾係を賓議室で研究

してもらいたい。〈中路〉 .， 

武蔵川越の掘殺の井戸とガンガン井戸

JII越中製校五竿生 士
口 川植

・・・、6
d
 

得

昭和� 21年� 9月末よち，古から「費聖書主力増じそみiて

世に知られる� 鑓象幸fV場下水J)害警療を始めた診務々のp

最初の畏的iま，議集の弁者さ緩め，会キぎにわたる場下水。

嘩等深分布湾え::i字義し s これよ聖地下水の研究者fナるのが

震釣であった。しかし議査の寝苦.:1をねるに裂い，受付金T

房語癒象の渓弁でないことま2わかった。?なわき〉符/)~ド

に� 1車fIまね釣続。弁F若者dtおら，叉きまのやゐ華客fJiに幾ら


かのik患を認めることごよって・湧かにiu永富震後:)存夜


を知ち，地下水のま曜まさに努trる一方，この宙余震竣の設


見に興味をJ感と努力した。宇fpgi二i主交滋機潟とでなぐ極


めて不便で，測定廊歎の不足・のみならグ，表.の分権


は宙水主主竣と措定される君事まれ土移夜伶ぬ露大なるため，


大凡その~援を朗らかにで!!だのみで富豪t!不織ではある

が，苔々の草署褒 i二~~・被獲によって日藤1)厳撲を蹟示

し.ilJtg砲を加えることとずる。

本諭

旨l凪でみられるように・闘M い糊の判晴々 


の謁査に主主ぐ窓水.'11.担まであ為。なお繍い鰐線ろ慮at，測


定困難なたの之織しはかつて鍛獲したものである.
 

周1第以後』主sげたL水医者時の俊樹置唱と泳ず滋にかiuまi自慢1第

第� 2国によって畿割隠してゆ〈� ζとにする。なお第2聞の

応倒的i端緒わ齢、鎗伽総理揮を沃九� 

山 誠一

4
K
?

ミ



-

生存，しが£

言えには人が

新地，わけても懸の如き武蔵野にあっては，党ず必要と

するのは水であったろう。とれを今筏の朕霊長からみて'も

その爾，焼津町鮒廷からス荷村，機粂キぎ等め高獲の地tま� 

J拘主深(，弁を苦手つのに多大の闘難のあった事11:抗議の

知〈であるを

...“ 

割島

領費ltlう弁� t キ� 

漫弁。猛者史食後i之後続する必要から・先ず，徴税にも

きられた， 下鍍殺のヂt-J唱と少し攻年£げるι常議一一こ

七 戸識 に ‘毛れといわ 丸 神 崎 時 計 一 事 噂 入 間

;郵貯援策鱗訟の袋内i端緒て腕れた館動援金

お演い織的して弘、る。しかし綿はこの薩〈潤こ� 

e ~駆られている望者しい弁によってき色ぎる。@もその弁1'1箆

設't19米るって，獲増中最潔で捻ないがこ』め地質は� 1

:朱の古 ム勝。下は〈づれ1;.い喜多様車FからEF

常時 商 閥 解ttl:l味� iこも 及効北部時都瀕れ�  

.1'マ纂券ゃ，その緩持に多大ゐ欝難を感じていたこと{主

義いない。〈吉村信音響「地下水Jによる〉

との他にも揚象の芥といわれる跡もあると述べたが，

との慈賞は何宅街っているのがa想う� 1::. i

これ放にあるいは� F七強りの弁Jのま日(.損裂に議路

予 安設け7.k:を汲んだのもあろうし，あるいは遂に損事象勾

認その制まで水を得なかった慮もあろうから，それらが

事例停って，今箆の武蔵野のー名物i川，各所i之そ

令泌をみるのも，必ずしもぞれを不可とすぺぎではなぐ

番強の結果と云えるかもしれぬ。

'1.深井'ゐ

42 

による〉

このよ号に冒伊ム湖

底捜転生じている所が

た。郎~大学丸山会中

溺t主婦下の嘗獲にままと

携である。

富永延様の存在を捻

今方は，大部分噂弁戸:

所高地よち硝初約~

叉照家纂に帯炊の7k鼠j

たづねて二つの沼地をJ 
f免品.uの池jなるを知i

尺穫のペ}、111会~~今，ぞ C

米穫のB震にある，奪の当

た。すなわち，深井の富

賞者と調査患に主主いてま!t!llH 
"t重Jの鴻rIII丸� ... 

傷により溺らかな如〈

大� 

;1 

-dpd 


金村役滋じ.'!=の溌弁iま，南にfなする穫その深きた潔め， 主端的事時しく額漫されたものと臨ぺいる。古く鵠畿せ 5匂即

冷密勢?行~， .......，'''''~;持 .. 場開際事ご� 
F マ 

~ 
rr，.手時換機損轟惣咽慣難咽Eき.'12￥~二
λ 

ムーよ討L
‘ ム .~圃区ぷ _. 
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第� z 溺

ー...輔、・� 
事だたる「樹粂のむの臨ま.� 7籾聡ないし時前

義の探さを沃してL、又村の立方の脊鋭部落の場ちでは，� 

e米鈴鹿，ないし� 7米� 50額縁の深さで怠るeこれは

明白ふ欝が淳し村人のいろ� fナメj部ち結=たの不透水

揚までが潔(.t:eって持永野が潔い患にあ寺，賓際井戸

会揺る事がいわゆる綴り完まねるの如く容易なわざではな� 

<'管は大家や賢才叢家のみポ芥戸の所有者で，他家では

その水を汲む必要からその弁の握。;之雲択を構えた。又一

寺島所iこ集った家殺事手守共同の弁戸を掛った療もあるe此

のようにして成った蒙落であるから，その形紋が弁戸を

恥として設還した穫を自ら語り，人家t主務射る傾向

をもっていて，� ml夫に援霊童L.ている所lま線られた増減と

なっている。をJlち鋸雪量村においては，幸ずのほi宮中央部に

、海北l之観ずる…援措に沿って設漣した場下.Iþ新前者)~r吋特集械の上機嚇t;o:献 の 形

、を取るのである。そしてそれらのささ大学のご繋船主� 

p
g
v

られた管椀，加詮志，束三ツオえの三官事蕗は，大むねへ家

の密集した集殺であ署おこれ金浦iと捨《た弁戸水と額係

があるのはもちろんである，主主宅i之地緩急号iこも入照Jllに
近いといき理由も考えられるかも鴇til';なお現在にあ

ってゐ大学鑓象の「郷乗の弁J附近でiむその燭閣の� 5

警jあるいはS転の家で弁戸を使用している。� 

3.宙� ik地場

議集懲ゃに結ごた房のような不透水婦が島都的1::挟まれ

る場合，このJたに需水い主地下求商と切れて爵穆的な

櫓下水をなす事がある。これを� f宙7kJ叉は「上水iと

いh 宙利主溺後などには宙芥戸の療にある潔いヂr戸
〈ヨ伝子r戸〉の鱒按から湧出シて，ざあざあ落もることに絞

っても，容轟量:，主念磁ち提訴つ地:r.余濁rD嬉下水と深草2

泌来る.iiAkの.る衝捻濃い富井戸宏指〕る聯とよって， 

d噂齢制蜘鴇Mもるので，餅併に� O僻� 111のよ

うに対落tJち掛忘るととがある。(若干狩弱音響� rJ!ll下水J 

a蜘伊町屯傘�  

可 融制柚輪開�  

~ 第� 3 

鴨
志
ぷ

9k樹齢�  L り 叫_->4'1__--麟機旬、堀匂� 
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d， 

¥
い
〆
  
， 

Jる。ぢく露薮せ� 

ifま，大むねへ家

々た弁戸水と擦係

連的にも入関JIII三
tI.;なお現在にあ 

iむその湾喜震の� 5

リる。

ð~.局審的に事者疲れ

と切れて長艇枕� 

j烈ま「上求!と

はある潔い井戸

島率ちることに依 夜除
下。地下水と限移j

踊る事によって，� 

M韓両併に� O僻� i毒のよ

翁をき務� f線下水J 

" ぷ離婚、
f，'，o-'''':''''':;' 
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による〉

このように郡伊A.の関に不透水謝野がはさまって富永

尊重後会生じている隣S鳴余将司宮中にもあることを知っ

た。鶴ち大字丸山を中心に，北It背練・� 1援佼耳障の欝落，
繭まま書下の務審にをたがる，剣~2..t)忽~演弁 ::?íii水磁‘

撲である。

宙ホ軍事長の移夜危機察ずる詣議余念材の井戸水.1)滋怒

校.号方は，大都好感井戸を用いているが，関村土事下，j"
所砿地よ哲酎間約締釆の所に扱釣娠のヂH嘩を見出し

叉河家裂に帯撲の水路地者~，.，.，なおその水器の水源地を

たづねてこつの器地を昆，この雪鮮の名に因んでよぼれる

「丸山の泌jなるを知り，その法1::'涜れ入るー簡の隠� 2 

初2の西方約Jの池11地fがあわ，その濠が11サ4尺程の

米援の慮にある，悲の叢生する小さな潟である事を知っ

た。すなわち，潔弁の磁波とは全〈異なるこの滋浅の性

質書官調査に基いて表現してみよう。

イ 「丸山の法J之氷悶

調によ寺務らかな如<，格設な3害訴に位する犬学丸山� 

.. 

骨、
恥

=「! 
124-1、 

調 ネ
Jν 

第� 3 思� 

， 

の嶋中央に，� r発訟の池jと，この漣によ事漉滋令られ

'る小面積ながらのi.k凶が存在ずる.一

この「丸山の泌JIま緩急冷水道翁約� lm50鳴で，丸小

ニつの絡会噴いている.この池について大学纏象の主主海

佐2f治氏It突のまutti義務事t加えた。

「地舗のよの地形の起伏には瞬係な<.'ii蕊水磁器売の帯

水粘土曜f:ま:*.守Eであり，池:主演街中ながらその限婚に

あるので，期湖冷水はこけて茶援へた1まるのであるj

と。

泌はローム磨の起tえいよるその唐の最もうすい蕗〈否

ロ山ムのゆにある不透水療が露出しているのかもしれな� 

母、tt、。〉に，水のたま'ったものであれこの抱に涜れ込L 

111の水滋婚も赤間欝乃lilであると忽号。こ� Lに不透水嫌

が露出しているのかもしれないというのはふ弐の家安よ

号幾寮した，この泌から北へ家路_4別m.γ度丸山の部

務に入る迄の中間溢;之，少し会な援がある。その謹路を

fI!る時iこ，官� ムの高い指定切り録ったものであろう，F

援の南側 iま京J2.5m震で，開~ムの厳弱者Eあらはしている。

邸ちー番上の� l滞犠りはロ� ムの勝で，表面は腐蝕されh

て蒸<，査般としては小さな語れお者(~t:ていた.突に

静伊ふと結土とが謀って� E唱程に磨滅していて，こ

こから水気が外におていた。その下はきを〈の獄ことであっ

た。この給ごと暦の逗なる高ぢと，� r丸山の池jの粛さと

は略水平と推察されるのでaこの妻多から富永の存穫を知

ったのであるeなおこ.m.k民は金村世絵叩婦のものであるが

との*1誌の優鉱を村人に需ろた薪，答は心外にもこの荷

主畿の無償値を設L‘た。容器ち大雨に逢えば折角ほどこした

紐斜iふ下にすぐ結土肩書と持っているので:*.S::!夜枚せぬ

故に滅されてし1まい，!{針に，表し震がなければ留守潟

水扶謹二おち入母，それが藤代の績ならその王手。積作は

会〈霊走らす・1:-まいでそれもよろや〈成長唱と見て貨をま議ぷ

演となっても，例年の思議に逢えば，綴の桜まで水がつ

き，識を金〈使えない‘のにしてしまうと語、

第� 3闘は宙氷室主撲の講の磁切りの顕である。

ロ [虫f:/'H:/井戸」とそのま金びの芥戸

「宝f〆支f:/弁戸Jとは，大学著書下の小淳書宇吉氏渇く第� 

3極参照〉の弁戸の溺ち名でらって，此の弁戸捻アlli富

永療のなくなる際電と策~，その下の不遜水11態調型下げ

たものである。それ故によの宙水が下の滞永勝の地下水

面までお%でいる。そしてその落ちる氷室t，弁戸の畿の

ロ四ムを珍ずって「カメ� jのよ号� 1::'底が虞〈なヴでいる

込芥戸内にま響して，虫fν ガνと絵鯵小止みもなしに望号を

立て込いる.こ主主ちとの� f量fν ガν弁戸jの名が起つ
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事を加えてお〈恥

結3史 観� E荷量Z喜封捕

が，苦々の織理事こよ� ξ

号なものでるった.

この務査に償って，

番勝� 

G 

ーや

砂・v司e 

ι 咽

たの・ぜあるそ同t，この井戸i持併も最も尽く齢

れたもの与一つである貨か，村内It汲号� iて)t，笈ず，近付

にもその名を婦られている種有裳i!."

一'H 争� 

1947.気の春京都府ri
畏1taeLi問書館事〉の重要 

2悌授に依衡して共倒

産議季簡の調査は，ささ!

際の残金の日雲寺と観察}

に-致していると臨ま授、

遂の混入ずる事者E勘定i

加号るに資材の不足，� i 

の箆に意の童話〈資材がJ

Ji!.なる識が見出される1

供しようと思号。なおヌ

、翁導たまわった大阪第ー

究資事著書と御提供下さつf

に努して長むより感議d

調査方法はそシシロ哩

録したが，参考の露JC~

祭器急等につ弘、ても調遣を1

器
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なお室長毅になるが，村への話では，警告はこの芥戸と

「夫以J;1)池Jと被いていて，箆がそれを透絡として雲寺に

村人事とおびやかしだとい号から，替の人畿は丸山の池の

水が自然に猿生した 1;:;転の議絡によって，この弁戸.~涜

れ落ちていたと考えていたように怒号。

ペト得家の井戸は約書官が〈ら〈て見えぬが，その新しく

， 

、
?
?
μ
%

e
z
z
s
r

この近所の人の震によれば，落ちる水はこの織の芥F寄 ことは苔キの知き湧療の者に11，如何にしても明確な答� 3}3268-4}号581I儀� 

金鵠が湾北の方i脅からであち，他の方からはあまち落ち 11奮ひ難L、，しかし求められうる数銭によって浅井の阪 4月一5日~ i~t 
ないそうである。この務貨が富永富主主主の最潟であるとL、 竣を機灘し，それによって踏にみるような，恰好の按っ

今， ~需の結果公示せにが 

うことをよく物語っていると忽ち� e しかじ扇が降り緩い た議箪形宙水道fili械た鍛定」てみた。一腹このように形
噌4

-
f
e
?
?
?

て入臆JIIの水が婚す持11.富永も念般に場し周密会部か づけたもの.1.，事華々は拐にぷみてその確実~i'''すペ〈

ら永治帯ちて，怠t:>1二ikl土井戸ベiいとなき，柄杓で汲 努め，釘廷してゆこうと場えている，

の中地彩，気瀧突の飽献

の大~~、ふ翠われるも￠

める忌漢〈なるという。これは最もよ〈宙氷磁波の果て 水の場減の少¥'4・教の源穏ならばか、が，魯糠査の草寺

暴
益
重
，
薗
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